








生後 1 歳未満発症の腎尿路異常者を対象とし、その発見動機、疾患特異性、VUR 合併、予

後につき検討した。発熱を主とする多彩な症状で発見される症例が多く、また複雑腎尿路

奇形の合併例を多数認めた。VUR 合併率は高率で、重度 VUR や他の腎尿路奇形合併例に対

し根治手術が施行されたが、VUR は自然治癒例も存在するため手術の有無による予後成績

は比較できなかった。現時点で 9例が腎機能悪化傾向にあり、いずれも両側性腎尿路異常

者であった。


